
しもやましょう 下山賞 初代国鉄総裁放下山定111]の巡業を記

念するために創設されたもので，昭和 27 ・ 7 下山主t規程が制定さ

れ，つぎの各号の l に該当する功般のあ った者に授与される 。

1 国鉄の業務改善に顕著な貢献をした者。

2 国鉄に関係のある科学技術の向上に顕著な貢献をした者。

3 国鉄職員の街祉増進に顕著な貢献をした者。

本1tlì毎年鉄道記念日の 10 月 14 日に 5 人以内に授与され

る。受賞者の範囲は国鉄部内のみにかぎらず，広く一般を対象

としている。なお受il・者の選考を公正適切に行うために，本社

!こ関係部局の長および学識経験者をもって構成する下山賞選考

委員会を設置している。

J受与形式は1t状および賞金となっており，賞金は国鉄が下山

主主則氏記念事業会から寄託を受けた基金から支出される。

(岩井敏夫)

し 伊 あつかいかもっせつぞくさぎよう 車扱貨物接続作業

国鉄鉄道線と国鉄自動車線との相互fMJ を通じて事故貨物を五I!

送する場合には，その接続駅において車扱貨物を貨"lïからぽ励

111へ，または自動111から貨車へ積換えなければならない。この

接続駅における 111扱貨物のfi!t換作業をいう。

この接続作業は貸主が自ら行うべきものであるが，作業の迅

速化，貸主の使宜等i反扱の突ffj を考慮し， :1:'l:主の負担する政府

で国鉄が行 うことと している。そ して接続料として貸主から収

受する料金は， lt までごとに 100 円である。

国鉄はこの作業を行う場所，これに伴なう貨車 ・ 自動車問!の

m世作業の範聞等を，あらかじめ，接続駅駅長が指定すること

として， 巡査E事業者に請負わせている。(盆森直樹)

ジャイロパス (英) gyrobus 電気動力方式による最新の道路

用車両。電気を動力とするが帯電池にもよらないし， 架線も必

裂としない。停留所に停留中電柱から電気をとって， このエネ

ノレギを大型はずみ車(ジヤイロ)を回転するエ平 ノレ ギ主して苔献

し， これによって車を走らせるものである。

つぎにこの方式の要領を述べると ， 車台の中央下部に垂直軌

を撹き，これに重金1.5t 

のジャイロ とこれを駆動

する電動揺量(励磁僚をつ

けて逆に発電機として使

える)をつける。停留場

でとまるとき 3 木のポー

ノレを立てて給電柱に綾触

させ 3 相交流の電気を

とり，これで電動僚を動

かしてジャイロを回転さ

せる。 1 分間 3，000 回転

に逮すると自動的に給電

が停止する。勝止状態か

ら 3，000 回転に迷せしめ
ジャイロパス

るためには約 3 分を要するが，普通停留場に停車するときはジ

ャイロの回転が栂当の速度で行われているから ， tごいたい l 分

以内の給電で 3，000 回転に達する。 この回転ジャイロを原動力

として電動機を発動後として作用させ 6 つの速度変更をもっ

駆動}f] 'l1!íf'i}J織を回し，歯車て'Ilq~hに伝えて車を走らせるのであ

る。このジャイロは無荷重の場合， 17 時間も回転を継続できる

ほどのエネノレギを蓄積するもので，全街宣を乗せた場合て'も

5.6 kmは走行可能である。下り坂では111輸を原動力として逆に

電気を発生させ， ジャイロにエネノレギを返すことができる。

この車両の操縦と制御はトロリーパスとほと んど同様で，操

じゃくこうせ

縦総務のほかTE灯用と制御用の 2 組の蓄電池を日Hえている。ジ

ヤイロは床下に取付けられているが， 直結の電動機は床上に少

し突出するので，そのところは背中合わせの座席でかくされて

し、る 。

スイスのイヴェノレド :/1吋で 1951 年 1 両運転 したのが最初で，

その後 3 両が就業している。このパスの車体はア ー ノレプノレク会

社の製造にかかり ，話量械装置はエーリコソ電話量会社が製作した

もので，全重量は llt に迭する。

参考文献 Oct. 23, 1954, "The Illustrated London News"; 
Mal'ch 20, 1954 , “Modern Transport" (柄沢点治郎)

し 々う んし ゃ 車運車 特殊な 自主飼1設備のある駅開発着となる

馬111 ・ 自動車およびその他の車両車両の輸送に使用する貨車であ

る.側は鉄板張りで内部には木板を~民り ， 両側に開閉戸を有す

るほか， 妻にも BlJ l羽式の戸を設けてあって， 縦絞ホー ムでのft{

卸に便利である。だいたい有がし、111 とあまり変りはない。した

がって有がL 、事に代用することができる。(中尾稲三)

じ々かご 蛇縫 鉄線，竹，柳校等を円筒型または箱枠(わり

に編み，これに玉石等を棋(てん)充して護岸，水制工等に使用

するもの。鉄道における河 蛇 純

川悦造物の根固め等に使用

されるものの中で，割合よ

く 使用されるもので， とく

に災容時の応急的工事には

各!1Il類にわたって使用され，

その効果をあげてレる内ま

た蛇官官の使用に当っ

ては， 単独で使用さ

れ， 橋脚や護岸の線

固めとするもの，ま

たは杭打，沈床， 捨

石等と併用されるも

のがある。現在よく

使用されるものは欽

線蛇術であるが，ま

だ竹蛇能等も河川工

事には見受けられ

る。

1 鉄線蛇筒

よく使用されてい

監守招
ヲト'"，. n :r

蛇飽

る一般的のものは 8 番鉄線，または 12 番鉄線を使用し， 網目

は 10-15cm くらい として ， 官官の径はだいたい 45-90cm くら

い， 長さは 10 m くらいのものを現地で手綱したり，または織械

繍の既成品のものを組立て，中に訪石をしながら敷ならべるの

である。これらに使用する鉄線は，なまさないのを用いる。鉄

線蛇簡にはふとん筒，だるま箆等があり ，使用法はだいたい同

じである。

2 竹 蛇筒

前記の鉄線蛇簡の鉄線のかわりに，竹材(ひご)を使用したも

のをいう。

以上はいずれも耐久性を欠くため，主として応急工事に使用

されているが， 橋脚等の根固めと しては半氷久的に使用されて

いる。(尾崎寿)

じ々くこうせん 若江線 福井県小浜市と滋賀県伊香郡木 ノ

木町方面とを結ぶ国鉄自動車路線であって，所管する自動車営

業所は滋賀県高島郡今津町(近江今津)，同支所は福井県小浜市

(小浜)および滋賀県伊香郡木ノ本町 (木 ノ ;本)にある。
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